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WIDEプロジェクト研究者

村井 純（代表） 慶應義塾大学 環境情報学部

石田 慶樹 メディアエクスチェンジ株式会社 技術部

江崎 浩 東京大学 情報理工学系研究科

大川 恵子 慶應義塾大学 SFC研究所

尾上 淳 ソニー株式会社 ITCNC MT開発部

加藤 朗 東京大学 情報基盤センター

門林 雄基 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

楠本 博之 慶應義塾大学 環境情報学部

佐野 晋 株式会社日本レジストリサービス

篠田 陽一 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

砂原 秀樹 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学センター

竹井 淳 JSAT株式会社 企画調整部

長 健二朗 株式会社インターネットイニシアティブ 技術研究所

寺岡 文男 慶應義塾大学 理工学部情報工学科

中村 修 慶應義塾大学 環境情報学部

中村 素典 京都大学 学術情報メディアセンター

中山 雅哉 東京大学 情報基盤センター

萩野 純一郎 株式会社インターネットイニシアティブ 技術研究所 主幹研究員

山口 英 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

山本 和彦 株式会社インターネットイニシアティブ 技術研究所

二宮 恵 株式会社アイアイジェイ メディアコミュニケーションズ 技術部

藤井 直人 株式会社アイアイジェイ メディアコミュニケーションズ 技術部

廣石 透 アクセリア株式会社 ネットワーク事業部

小松 孝彰 株式会社アズジェント 営業本部 マーケティング部

田中 政裕 株式会社アドテックス システム製品事業本部 インターネットビジネス

松岡 高広 株式会社アドテックス システム製品事業本部 インターネットビジネス

岡本 健 アバヴネットジャパン株式会社 技術部 ネットワーク&システムグループ

新 善文 アラクサラネットワークス株式会社 技術マーケティング部

大浦 哲生 アラクサラネットワークス株式会社 開発本部

木谷 誠 アラクサラネットワークス株式会社 マーケティング本部

久保 聡之 アラクサラネットワークス株式会社 ソフト開発部

河野 智彦 アラクサラネットワークス株式会社 第 2製品開発部

左古 義人 アラクサラネットワークス株式会社 製品開発部

城子 紀夫 アラクサラネットワークス株式会社 製品開発本部ソフト開発部

鈴木 知見 アラクサラネットワークス株式会社 製品開発本部ソフト開発部

角川 宗近 アラクサラネットワークス株式会社 マーケティング本部

土屋 一暁 アラクサラネットワークス株式会社 マーケティング本部 製品マーケティング部

中尾 嘉宏 アラクサラネットワークス株式会社 製品開発本部

矢野 大機 アラクサラネットワークス株式会社 マーケティング本部 製品マーケティング部

山手 圭一郎 アラクサラネットワークス株式会社 製品開発本部 ソフト開発部



渡部 謙 アラクサラネットワークス株式会社 製品開発本部 ソフト開発部

渡邉 林音 アラクサラネットワークス株式会社 マーケティング本部 技術マーケティング部

国武 功一 アンカーテクノロジー株式会社 ネットワークコンサルティング部

浅羽 登志也 株式会社インターネットイニシアティブ ネットワークエンジニアリング部

新 麗 株式会社インターネットイニシアティブ 技術研究所

宇夫 陽次朗 株式会社インターネットイニシアティブ 技術研究所

歌代 和正 株式会社インターネットイニシアティブ 取締役

木越 聖 株式会社インターネットイニシアティブ 技術本部

島 慶一 株式会社インターネットイニシアティブ 技術研究所

白崎 博生 株式会社インターネットイニシアティブ システム技術部

杉浦 貴和 株式会社インターネットイニシアティブ 技術本部 製品開発部

橘 浩志 株式会社インターネットイニシアティブ プロジェクト推進開発部

谷口 崇 株式会社インターネットイニシアティブ 運用部

永尾 禎啓 株式会社インターネットイニシアティブ 技術本部 システム開発部

藤江 正則 株式会社インターネットイニシアティブ ネットワークインテグレーション部

藤並 彰 株式会社インターネットイニシアティブ 技術本部

牧野 泰光 株式会社インターネットイニシアティブ 技術本部 システム技術部

桃井 康成 株式会社インターネットイニシアティブ 開発本部 システム開発部

森崎 修司 株式会社インターネットイニシアティブ 技術本部

和田 英一 株式会社インターネットイニシアティブ 技術研究所

井上 博之 株式会社インターネット総合研究所 ユビキタス研究所

工藤 めぐみ 株式会社インターネット総合研究所 ユビキタス研究所

松田 和宏 株式会社インターネット総合研究所 ユビキタス研究所

黒木 秀和 株式会社インターネット総合研究所 ユビキタス研究所

瀧 智博 株式会社インターネット総合研究所

田淵 貴昭 株式会社インターネット総合研究所 ユビキタス研究所

西野 大 株式会社インターネット総合研究所 ネットワーク事業部

任 俊学 株式会社インターネット総合研究所

許 先明 株式会社インターネット総合研究所 ネットワーク事業部

永見 健一 株式会社インテック・ネットコア

松本 拓也 株式会社インテック・ネットコア 次世代ソリューション部

金山 健一 株式会社インテック・ネットコア 次世代ソリューション部

廣海 緑里 株式会社インテック・ネットコア 次世代ソリューション部

池田 健二 株式会社インプレス 社長室

井芹 昌信 株式会社インプレス 取締役

Achmad Husni ウィッシュネット株式会社

Thamrin

泉山 英孝 ウィッシュネット株式会社

小宮 正克 ウィッシュネット株式会社

渡部 陽仁 ウィッシュネット株式会社

小早川 知昭 NTTコミュニケーションズ株式会社 先端 IPアーキテクチャセンタ

西田 晴彦 NTTコミュニケーションズ株式会社

NTTマルチメディアコミュニケーションズラボラトリーズ



安田 歩 NTTコミュニケーションズ株式会社 データサービス事業部

有賀 征爾 NTTコミュニケーションズ株式会社 グローバルサービス事業部

上水流 由香 NTTコミュニケーションズ株式会社 先端 IPアーキテクチャセンタ

白崎 泰弘 NTTコミュニケーションズ株式会社 先端 IPアーキテクチャセンタ

鳥谷部 康晴 NTTコミュニケーションズ株式会社 グローバルサービス事業部

長谷部 克幸 NTTコミュニケーションズ株式会社 経営企画部

宮川 晋 NTT Multimedia Communications Laboratories, Inc.

森田 昌宏 NTTコミュニケーションズ株式会社

高宮 紀明 NTTソフトウェア株式会社 技術センター

木幡 康弘 株式会社 NTTデータ ビジネス企画開発本部

馬場 達也 株式会社 NTTデータ 技術開発本部

由木 泰隆 株式会社 NTTデータ

尾上 裕子 株式会社 NTTドコモ ネットワーク研究所 モビリティマネジメント研究室

北 周一郎 株式会社 NTTドコモ MM技術部

斎藤 健太郎 株式会社 NTTドコモ ネットワーク研究所 モビリティマネジメント研究室

藤井 邦浩 株式会社 NTTドコモ 研究開発本部 ネットワークマネジメント開発部

松岡 保静 株式会社 NTTドコモ マルチメディア研究所

芳炭 将 株式会社 NTTドコモ ネットワーク研究所

関岡 利典 株式会社 NTT PCコミュニケーションズ グローバル IP事業部 事業戦略部

生田 隆由 エムシーアイ・ワールドコム・ジャパン株式会社 テクニカルソリューション部

小野 泰司 エムシーアイ・ワールドコム・ジャパン株式会社 デジタル・イノベーション・ラボ

加藤 精一 大阪大学 サイバーメディアセンター 応用情報システム部門

河原 敏男 大阪大学 産業科学研究所 ナノテクノロジーセンター

東田 学 大阪大学 サイバーメディアセンター

村山 宏幸 神奈川大学 情報化推進本部

大内 雅智 キヤノン株式会社 通信システム開発センター

亀井 洋一 キヤノン株式会社 iB開発センター

須賀 祐治 キヤノン株式会社 画像技術研究所

池永 全志 九州工業大学 大学院 工学研究科

梅田 政信 九州工業大学 大学院 情報工学研究科

樫原 茂 九州工業大学 情報工学部

福田 豊 九州工業大学 情報工学研究科

下川 俊彦 九州産業大学 情報科学部

石津 健太郎 九州大学 大学院 システム情報科学府

伊東 栄典 九州大学 情報基盤センター

大森 幹之 九州大学 大学院 システム情報科学研究科

岡村 耕二 九州大学

笠原 義晃 九州大学 情報基盤センター

後藤 幸功 九州大学 大学院 システム情報科学研究院

柴田 賢介 九州大学 大学院 システム情報科学府

藤村 直美 九州大学 大学院 芸術工学研究院

堀 良彰 九州大学 大学院 システム情報科学研究院

川西 智也 京都大学 工学部 情報学科



小塚 真啓 京都大学 法学部

橋本 弘藏 京都大学 宙空電波科学研究センター

丸山 伸 京都大学 大学院 情報学研究科

北川 結香子 熊本大学 大学院 自然科学研究科

中嶋 卓雄 熊本大学 工学部 数理情報システム工学科

阿部 哲士 倉敷芸術科学大学 産業科学技術学部ソフトウエア学科

小林 和真 倉敷芸術科学大学 産業科学技術学部ソフトウエア学科

馬場 始三 倉敷芸術科学大学 芸術学部 美術学科

三宅 喬 倉敷芸術科学大学 産業科学技術学部ソフトウエア学科

村山 公保 倉敷芸術科学大学 産業科学技術学部 コンピュータ情報学科

北辻 佳憲 株式会社 KDDI研究所 ネットワークエンジニアリンググループ

大岩 拓馬 慶應義塾大学 理工学部 管理工学科

大沢 歩 慶應義塾大学 環境情報学部 環境情報学科

門田 美由紀 慶應義塾大学 総合政策学部

谷 隆三郎 慶應義塾大学 環境情報学部

横山 祥恵 慶應義塾大学 環境情報学部

生野 徳彦 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

石田 慎一 慶應義塾大学 理工学部システムデザイン工学科

石田 剛朗 慶應義塾大学 政策・メディア研究科

石原 知洋 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

石橋 啓一郎 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

犬飼 哲朗 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

犬山 隆一朗 慶應義塾大学 環境情報学部

今泉 英明 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

入野 仁志 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

植原 啓介 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

内山 映子 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

馬谷 亜古 慶應義塾大学 環境情報学部 村井研究会

頴原 桂二郎 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

エルンスト ティエ 慶應義塾大学 SFC研究所

リー

岡田 耕司 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

小川 浩司 慶應義塾大学 SFC研究所

小椋 康平 慶應義塾大学 環境情報学部

小野 祐介 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

小原 泰弘 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

折田 明子 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

海崎 良 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

海沼 義彦 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

片岡 広太郎 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

金子 紘子 慶應義塾大学

河合 敬一 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

河合 宏美 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科



川喜田 佑介 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

工藤 紀篤 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

熊木 美世子 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

栗栖 俊治 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

クンツ ロマン 慶應義塾大学 SFC研究所

小浦 大将 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

小柴 晋 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

小畠 元 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

後郷 和孝 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

斉藤 賢爾 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

斉藤 俊介 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

佐々木 幹 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

佐藤 泰介 慶應義塾大学 環境情報学部

佐藤 雅明 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

重近 範行 慶應義塾大学 環境情報学部

渋井 理恵 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

清水 崇史 慶應義塾大学 環境情報学部

白畑 真 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

菅沢 延彦 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

杉浦 一徳 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

須子 善彦 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

高橋 宏明 慶應義塾大学 総合政策学部 総合政策学科

田中 康之 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

千代 佑 慶應義塾大学 環境情報学部

塚田 学 慶應義塾大学 環境情報学部

土本 康生 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

田 智秀 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

遠山 祥広 慶應義塾大学 環境情報学部

戸田 智雄 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

豊野 剛 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

中根 雅文 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

仲山 昌宏 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

成瀬 大亮 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

西 宏章 慶應義塾大学 理工学部システムデザイン工学科

西田 視磨 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

西原 サヤ子 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

沼田 雅美 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科

野間 仁司 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

橋本 和樹 慶應義塾大学

ハズワ ハニム 慶應義塾大学 環境情報学部

羽田 久一 慶應義塾大学 政策・メディア研究科

林 亮 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

原 亨 慶應義塾大学 SFC研究所



原 史明 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

坂 牧子 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

坂野 あゆみ 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科

久松 慎一 慶應義塾大学 総合政策学部

久松 剛 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

日野 哲志 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

廣瀬 峻 慶應義塾大学 環境情報学部

藤枝 俊輔 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

堀場 勝広 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

本波 友行 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

前田 大 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

松園 和久 慶應義塾大学 環境情報学部

松谷 宏紀 慶應義塾大学 環境情報学部

三川 荘子 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

三島 和宏 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

水谷 正慶 慶應義塾大学 環境情報学部

神谷 弘樹 慶應義塾大学 理工学研究科

三屋 光史朗 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

南 政樹 慶應義塾大学 環境情報学部

宮川 祥子 慶應義塾大学 看護医療学部

宮嶋 慶太 慶應義塾大学 総合政策学部

村上 陽子 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

安間 健介 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

谷内 正裕 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

山上 昌彦 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

山下 裕 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

山本 聡 慶應義塾大学 環境情報学部 環境情報学科

吉田 雅史 慶應義塾大学 総合政策学部

吉藤 英明 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

リベル フランソワ 慶應義塾大学 SFC研究所

Rodney Van Meter 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科

湧川 隆次 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

渡辺 恭人 慶應義塾大学 SFC研究所

渡里 雅史 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

韓 閏燮 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科

荒川 昭 慶應義塾普通部 教諭

鈴木 二正 慶應義塾幼稚舎

金子 敬一 経済産業省 商務情報政策局 サービス政策課

勝野 聡 株式会社 KDDI研究所 ネットワーク管理グループ

田坂 和之 株式会社 KDDI研究所

石原 清輝 KDDI株式会社 IPネットワーク部 IPv6推進グループ

臼井 健 KDDI株式会社 IPネットワーク部

田中 仁 KDDI株式会社 大手町テクニカルセンター ソリューショングループ



田原 裕市郎 KDDI株式会社 IPネットワーク部

久保 孝弘 株式会社 KDDI研究所 特命先端研究G

浅見 徹 株式会社 KDDI研究所

吉田 茂樹 国際情報科学芸術アカデミー

Glenn Mansfield サイバー・ソリューションズ株式会社

Keeni

阿部 勝久 株式会社サイバー・ソリューションズ

齋藤 武夫 株式会社サイバー・ソリューションズ

土井 一夫 株式会社サイバー・ソリューションズ

渡辺 健次 佐賀大学 理工学部 知能情報システム学科

首藤 一幸 産業技術総合研究所 グリッド研究センター

田代 秀一 産業技術総合研究所 情報技術研究部門

森川 誠一 シスコシステムズ株式会社 アライアンス&テクノロジ

佐藤 文明 静岡大学 情報学部 情報科学科

水野 忠則 静岡大学 情報学部 情報科学科

山田 耕史 静岡大学 情報学部 情報科学科

新本 真史 シャープ株式会社 技術本部 先端通信技術研究所

豊川 卓 シャープ株式会社 技術本部 横須賀研究センター

稗田 薫 シャープ株式会社 技術本部 システム開発センタ

三好 博之 淑徳大学 国際コミュニケーション学部

野田 俊介 JSAT株式会社 開発本部 技術開発部

水野 勝成 JSAT株式会社 開発本部 事業開発部

上野 進 ジャパンケーブルネット株式会社 ネットワークビジネス本部 インターネット開発部

青木 哲郎 独立行政法人情報通信研究機構 総務部研究環境整備室

海老名 毅 独立行政法人情報通信研究機構 情報通信部門 非常時通信研究室

大野 浩之 独立行政法人情報通信研究機構 情報通信部門 セキュアネットワークグループ

河合 由起子 独立行政法人情報通信研究機構 メディアインタラクショングループ

北村 泰一 独立行政法人情報通信研究機構 研究開発ネットワーク推進グループ

木俵 豊 独立行政法人情報通信研究機構 次世代インターネットグループ

篠宮 俊輔 独立行政法人情報通信研究機構 次世代インターネットグループ

張 舒 独立行政法人情報通信研究機構 情報通信部門

インターネットアーキテクチャグループ

中川 晋一 独立行政法人情報通信研究機構 情報通信部門

西永 望 独立行政法人情報通信研究機構 無線通信部門

三輪 信介 独立行政法人情報通信研究機構 情報通信部門 非常時通信グループ

森島 晃年 独立行政法人情報通信研究機構

領木 信雄 独立行政法人情報通信研究機構 横須賀無線通信研究センター

モバイルネットワークグループ

井上 潔 株式会社創夢 第三開発部

宇羅 博志 株式会社創夢 第一開発部

蛯原 純 株式会社創夢 第三開発部

木本 雅彦 株式会社創夢 第一開発部

松山 直道 株式会社創夢



浅子 正浩 測位衛星技術株式会社 システム技術部

有山 一郎 測位衛星技術株式会社 戦略営業部

石井 真 測位衛星技術株式会社 戦略営業部

小神野 和貴 測位衛星技術株式会社 技術開発部

河口 星也 測位衛星技術株式会社 国際営業部

茶珎 俊一 測位衛星技術株式会社 国際営業技術部

小川 晃通 ソニー株式会社 ITCNC MT開発部

舌間 一宏 ソニー株式会社 ITCNC MT開発部

鈴木 英之 ソニー株式会社 情報技術研究所 通信研究部

冨永 明宏 ソニー株式会社 情報技術研究所 通信研究部

原 和弘 ソニー株式会社 グローバル・ハブ Any Music推進室

普天間 智 ソニー株式会社 情報技術研究所 通信研究部

本田 和弘 ソニー株式会社 コネクトカンパニー NS商品設計部

山根 健治 ソニー株式会社 情報技術研究所 通信技術部

若井 宏美 ソニー株式会社 PSBG通信サービス事業部

沖 幸弘 ソニーコミュニケーションネットワーク株式会社

エンジニアリング&デザインディビジョン

鹿志村 迅 ソニーコミュニケーションネットワーク株式会社 E&D Gp

河野 通宗 株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所

塩野崎 敦 株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所

竹内 奏吾 株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所

西田 佳史 株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所

奥村 滋 ソフトバンク BB株式会社 ネットワークオペレーション本部 ネットワーク運用部

笹木 一義 ソフトバンク BB株式会社 技術本部 技術企画部

石田 亨 財団法人ソフトピアジャパン 研究開発部

高橋 知宏 株式会社ソフトフロント 研究開発部

大矢野 潤 千葉商科大学 政策情報学部

柏木 将宏 千葉商科大学

中内 靖 筑波大学 機能工学系

吉田 健一 筑波大学 大学院 ビジネス科学研究科

来住 伸子 津田塾大学 学芸学部 情報数理科学科

粂川 一也 電気通信大学 大学院 情報システム学研究科

楯岡 孝道 電気通信大学 情報工学科

Nor Zehan Binti 電気通信大学

Ahmad

江川 万寿三 株式会社デンソー 基礎研究所

斉藤 俊哉 株式会社デンソー 基礎研究所

白木 秀直 株式会社デンソー 基礎研究所

立松 淳司 株式会社デンソー ITS開発部

塚本 晃 株式会社デンソー ITS開発部

都築 清士 株式会社デンソー ITS開発部

松ヶ谷 和沖 株式会社デンソー 基礎研究所

中根 徹裕 株式会社デンソーアイセム 運用サービス部



一丸 丈巌 株式会社電通国際情報サービス デジタルキャンパス

熊谷 誠治 株式会社電通国際情報サービス 開発技術部

下川部 知洋 東海大学 電子情報学部 コミュニケーション工学科

伊津 信之介 東海大学福岡短期大学 情報処理学科

寺澤 卓也 東京工科大学 メディア学部

冨永 和人 東京工科大学 コンピュータサイエンス学部

野田 明生 東京工業大学 情報理工学研究科

山岡 克式 東京工業大学 学術国際情報センター

水谷 正大 東京情報大学 情報学科

葦名 保雄 東京大学 情報理工学系研究科

石田 真一 東京大学 工学部 電子情報工学科

今井 尚樹 東京大学 工学系研究科

宇夫 彩子 東京大学 工学系研究科

金子 晋丈 東京大学 工学系研究科

菅 洋輝 東京大学 工学部 電子工学科

ギョーム バラドン 東京大学 情報理工系研究科

坂巻 俊明 東京大学 工学部電子工学科

サム ジョセフ 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

七丈 直弘 東京大学 大学院 情報学環

白石 陽 東京大学 空間情報科学研究センター

ズル ヒルミ ズルキ 東京大学 新領域創成学研究科

フリ

関谷 勇司 東京大学 情報基盤センター

中内 清秀 東京大学 工学系研究科

長橋 賢吾 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

林 周志 東京大学 生産技術研究所

藤田 祥 東京大学 情報理工系研究科

藤原 聖 東京大学 工学部 電子情報工学科

丸山 達也 東京大学 工学部 電子情報工学科

森川 博之 東京大学 新領域創成科学研究科

山本 成一 東京大学 情報理工学系研究科

吉田 薫 東京大学 情報理工学系研究科

金子 敏夫 東京電機大学 総合メディアセンター

橋本 明人 東京電機大学 総合メディアセンター

会津 宏幸 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

網 淳子 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

石原 丈士 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

石山 政浩 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

市江 晃 株式会社東芝 コンピュータ&ネットワーク開発センター 開発第五部

井上 淳 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

岡本 利夫 株式会社東芝 SI技術開発センター

尾崎 哲 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

加藤 紀康 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー



神田 充 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

小堺 康之 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

斎藤 健 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

神明 達哉 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

谷内 謙一 株式会社東芝 東芝アメリカ研究所

角田 啓治 株式会社東芝 セミコンダクター社 システム LSI統括第二部

土井 裕介 株式会社東芝 研究開発センター コンピュータ・ネットワークラボラトリー

橋本 幹生 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

福本 淳 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットフォームラボラトリー

吉田 英樹 株式会社東芝 研究開発センター コンピュータ・ネットワークラボラトリー

米山 清二郎 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

若山 史郎 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラットホームラボラトリー

伊藤 栄佑 東邦大学 理学部 情報科学科

福島 督治 東邦大学 理学部 情報科学科

藤巻 聡美 東邦大学 理学部 情報科学科

八木 勝海 東邦大学 理学部 情報科学科

山内 長承 東邦大学 理学部 情報科学科

湯浅 大樹 東邦大学 理学部 情報科学科

アハメッド アシル 東北大学 電気通信研究所

金丸 朗 東北大学 大学院 情報科学研究科

小出 和秀 東北大学 大学院 情報科学研究科

今井 正和 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

岩原 誠司 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

大熊 健甫 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

木下 淳 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

田中 美晃 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

吉原 雅彦 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

中野 博樹 株式会社トランス・ニュー・テクノロジー

近藤 賢志 トレンドマイクロ株式会社 製品開発部 プロダクトディベロッピンググループ

山崎 裕二 トレンドマイクロ株式会社 マーケティング本部 プロダクトマーケティング部

河口 信夫 名古屋大学 情報連携基盤センター

田中 和也 名古屋大学 大学院 情報科学研究科

坂本 佳則 奈良県工業技術センター

渡辺 道和 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

青木 太一 奈良先端科学技術大学院大学 附属図書館 研究開発室

中山 貴夫 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

赤木 永治 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 情報科学センター

新井 イスマイル 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

蟻川 浩 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

飯田 勝吉 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

池部 実 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学センター

和泉 順子 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

市川 本浩 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学センター



衛藤 将史 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

大宅 裕史 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

大橋 純 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学センター

鬼丸 敬輔 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

垣内 正年 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学センター

河合 栄治 奈良先端科学技術大学院大学 附属図書館 研究開発室

菊地 高広 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

城戸 博行 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

木村 泰司 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

斎田 佳輝 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学センター

斎藤 充治 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

下條 敏男 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

鈴木 未央 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

曽我 直樹 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

染川 隆司 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

巽 知秀 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学センター

千葉 周一郎 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

寺田 直美 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

戸辺 論 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

中村 豊 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学センター

櫨山 寛章 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

広渕 崇宏 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

福田 光利 奈良先端科学技術大学院大学

藤井 聖 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

佛圓 裕一 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

益井 賢次 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

増田 慎吾 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

松浦 知史 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

松原 武範 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

宮本 剛 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

森島 直人 奈良先端科学技術大学院大学 附属図書館 研究開発室

森本 健志 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学センター

ワサカ ヴィスーティ 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

ヴィセット

岡田 行央 奈良先端科学技術大学院大学 インターネット工学講座

岡本 裕子 西日本電信電話株式会社 ソリューション営業本部

沖本 忠久 西日本電信電話株式会社 ソリューション営業本部 ソリューションビジネス部

石井 秀治 日本電気株式会社 ソリューション開発研究本部 ユビキタス基盤開発本部

柏木 岳彦 日本電気株式会社 ネットワーク開発研究本部 IPプラットフォーム開発研究部

狩野 秀一 日本電気株式会社 システムプラットフォーム研究所

櫻井 三子 日本電気株式会社 ビジネス開発本部

須堯 一志 日本電気株式会社 NEC情報システムズ

鈴木 克明 日本電気株式会社 移動通信システム事業部 ソフトウェア部



水越 康博 日本電気株式会社 ユビキタス基盤開発本部

百瀬 剛 日本電気株式会社 ネットワーク研究開発本部 IPプラットフォーム開発研究部

矢島 健一 日本電気株式会社 ネットワークス開発研究所 第 5研究部

渡部 正文 日本電気株式会社 ネットワーク開発研究本部 IPプラットフォーム開発研究部

渡辺 義和 日本電気株式会社 ユビキタス基盤開発本部

山下 高生 日本電信電話株式会社 ソフトウェア研究所 広域コンピューティング研究部

坂本 仁明 日本電信電話株式会社 情報流通プラットフォーム研究所

清水 亮博 日本電信電話株式会社 情報流通プラットフォーム研究所

鈴木 亮一 日本電信電話株式会社 情報流通プラットフォーム研究所

福田 健介 日本電信電話株式会社 未来ねっと研究所

藤岡 淳 日本電信電話株式会社 情報流通プラットフォーム研究所

藤崎 智宏 日本電信電話株式会社 情報流通プラットフォーム研究所

三上 博英 日本電信電話株式会社 情報流通プラットフォーム研究所

水越 一郎 日本電信電話株式会社

川副 博 日本アイ・ビー・エム株式会社 東京基礎研究所

津島 雅彦 日本アイ・ビー・エム株式会社 EPMO事業部

相川 成周 日本大学 総合学術情報センター

坂井 孝彦 日本大学 大学院生産工学研究科

加藤 淳也 日本電信電話株式会社 情報流通プラットフォーム研究所

森 達哉 日本電信電話株式会社 サービスインテグレーション研究所

松本 存史 日本電信電話株式会社 情報流通総合基盤研究所 情報流通プラットフォーム研究所

川辺 治之 日本ユニシス株式会社 Linuxビジネスセンター

中川 靖士 日本ユニシス株式会社 アドバンストテクノロジ本部 ビジネスプロデュース部

保科 剛 日本ユニシス株式会社

三浦 仁 日本ユニシス株式会社 ビジネスイノベーション本部

山田 茂雄 日本ユニシス株式会社 asaban.com事業部

藤原 和典 株式会社日本レジストリサービス 技術研究部

松浦 孝康 株式会社日本レジストリサービス システム部

民田 雅人 株式会社日本レジストリサービス 技術研究部

森 健太郎 株式会社日本レジストリサービス 技術研究部

森下 泰宏 株式会社日本レジストリサービス 技術研究部

米谷 嘉朗 株式会社日本レジストリサービス 技術研究部

梶原 史雄 ノキア・ジャパン株式会社 ノキア・リサーチセンター

辻元 孝博 ノキア・ジャパン株式会社 ノキア・リサーチセンター

秋元 正男 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 ドキュメント技術研究所

伊田 吉宏 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 開発研究所

尾沼 浅浩 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

ブロードバンド&ソリューション事業センター

木塚 裕司 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

ブロードバンド&ソリューション事業センター

小林 和人 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

ブロードバンド&ソリューション事業センター

酒井 淳一 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 開発研究所



篠 智則 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

ブロードバンド&ソリューション事業センター

瀬川 卓見 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

ブロードバンド&ソリューション事業センター

多田 謙太郎 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 開発研究所

豊田 清 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 ネットワークコア開発センタ－

本間 秀樹 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

宮嶋 晃 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

ブロードバンド&ソリューション事業センター

村田 松寿 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

ブロードバンド&ソリューション事業センター

持田 啓 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 開発研究所

森田 直樹 パナソニックコミュニケーションズ株式会社

ブロードバンド&ソリューション事業センター

佐藤 純次 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 開発研究所

石田 寛史 パナソニックモバイルコミュニケーションズ株式会社 R&Dセンター

上田 伊織 パナソニックモバイルコミュニケーションズ株式会社

技術本部 ネットワークソリューション研究所

金子 友晴 パナソニックモバイルコミュニケーションズ株式会社 R&Dセンター

安藤 雅人 株式会社パワードコム SOC

片岡 修 株式会社パワードコム IP技術部

小島 章裕 株式会社パワードコム IP設備部

齊藤 俊一 株式会社パワードコム IP技術部

佐々木 亮祐 株式会社パワードコム 経営企画部

高嶋 隆一 株式会社パワードコム サービスオペレーションセンター IPネットワークグループ

中川 久 株式会社パワードコム サービスオペレーションセンター IPネットワークグループ

野平 尚紀 株式会社パワードコム サービスオペレーションセンター IPネットワークグループ

三宅 章重 株式会社パワードコム IP技術部

宮田 正悟 株式会社パワードコム ソリューション部

森田 裕己 株式会社パワードコム POWEREDCOM America, Inc.

大西 恒 株式会社 日立コミュニケーションテクノロジー

キャリアネットワーク事業部 ソフトウェア部

中村 雅英 株式会社 日立コミュニケーションテクノロジー

キャリアネットワーク事業部 ソフトウェア部

澤井 裕子 株式会社日立製作所 ネットワークソリューション事業部 IPソリューションセンタ

鈴木 伸介 株式会社日立製作所 中央研究所 ネットワークシステム研究部

芹沢 一 株式会社日立製作所 システム開発研究所 第 3部

月岡 陽一 株式会社日立製作所 ネットワークソリューション事業部 IPソリューションセンタ

野尻 徹 株式会社日立製作所 システム開発研究所

三宅 滋 株式会社日立製作所 システム開発研究所 第三部

森部 博貴 株式会社日立製作所 システム開発研究所

安江 利一 株式会社日立製作所 ネットワークシステム本部



山崎 隆行 株式会社日立製作所 情報コンピュータグループ

事業企画本部 ネットワーク事業推進室

渡辺 義則 株式会社日立製作所 システム開発研究所 第七部

才所 秀明 日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社 技術開発本部 研究部

鮫島 吉喜 日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社 技術開発本部 研究部

堤 俊之 日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社 技術開発本部 研究部

古舘 丈裕 日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社 技術開発本部 研究部

長谷川 貴史 日立電線株式会社 開発部

小畑 博靖 広島市立大学 情報科学部 情報工学科

岸田 崇志 広島市立大学 大学院 情報科学研究科 コンピュータ情報科学系

河野 英太郎 広島市立大学 情報処理センター

小鷹狩 晋 広島市立大学 情報科学研究科

藤田 貴大 広島市立大学 工学研究科

前田 香織 広島市立大学 情報処理センター

相原 玲二 広島大学 情報メディア教育研究センター

近堂 徹 広島大学 大学院 工学研究科

西村 浩二 広島大学 情報メディア教育研究センター

鈴木 茂哉 株式会社フォア・チューン 研究開発部

小田 誠雄 福岡工業短期大学 電子情報システム学科

池田 政弘 富士ゼロックス株式会社 オフィスサービス事業本部 ユビキタスメディア事業部

稲田 龍 富士ゼロックス株式会社 OS事業本部 DMS商品開発部

尾崎 英之 富士ゼロックス株式会社 コーポレートインフォメーションマネージメント部

草刈 千晶 富士ゼロックス株式会社 ニュービジネスセンター i-Service事業部

齋藤 智哉 富士ゼロックス株式会社 研究本部

中津 利秋 富士ゼロックス株式会社 ニュービジネスセンター i-Service開発部

西沢 剛 富士ゼロックス株式会社 DPSC商品開発本部 S開発部

前田 正浩 富士ゼロックス株式会社 研究本部 中央研究所 基礎研究室

山崎 誠 富士ゼロックス株式会社 ニュービジネスセンター i-Service事業開発部

増田 健作 富士ゼロックス情報システム株式会社 DPS開発事業部第 2開発

小野 秀貴 富士通株式会社 ネットワーク事業本部 IPシステム事業部 第 2ソフトウェア部

加嶋 啓章 富士通株式会社 ネットワーク事業本部 IPシステム事業部 第 2ソフトウェア部

竹永 吉伸 富士通株式会社 ネットワーク事業本部 IPシステム事業部 第 2ソフトウェア部

松平 直樹 富士通株式会社 プロダクトビジネス企画本部

分島 繁 富士通ネットワークテクノロジーズ株式会社 IPシステム開発統括部第三開発部

相川 秀幸 株式会社富士通研究所 情報システム技術部

浅野 一夫 株式会社富士通研究所 情報システム技術部

今井 祐二 株式会社富士通研究所 ITコア研究所 グリッド&バイオ研究部

江崎 裕 株式会社富士通研究所 ITコア研究所

小川 淳 株式会社富士通研究所 ネットワークシステム研究所 IPフォトニック研究部

河合 純 株式会社富士通研究所

黒沢 崇宏 株式会社富士通研究所 コンピュータシステム研究所 ソフトウェア研究部

黒瀬 義敏 株式会社富士通研究所 ネットワークマルチベンダシステム部

小林 伸治 株式会社富士通研究所



下見 淳一郎 株式会社富士通研究所 ITコア研究所

下國 治 株式会社富士通研究所

陣崎 明 株式会社富士通研究所

新家 正総 株式会社富士通研究所

荒井 康宏 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

井澤 志充 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

宇多 仁 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学センター

大島 龍之介 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

小柏 伸夫 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

木ノ下 稔 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

阪上 武寛 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

墨岡 沖 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

高野 祐輝 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

田中 友英 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

丹 康雄 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

知念 賢一 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

丸山 太郎 北陸先端科学技術大学院大学

三角 真 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

宮地 利幸 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

北 雅之 北陸通信ネットワーク株式会社 技術部 HTCN担当

岡崎 芳紀 松下電器産業株式会社 ネットワーク開発本部

ブロードバンドコミュニケーション開発センタ

川上 哲也 松下電器産業株式会社 次世代モバイル開発センター

鈴木 良宏 松下電器産業株式会社 次世代モバイル開発センター

中村 敦司 松下電器産業株式会社 ネットワーク開発本部

服部 淳 松下電器産業株式会社 先端技術研究所 モバイルネットワーク研究所

村本 衛一 松下電器産業株式会社 ネットワーク開発本部 ネットワークシステム開発センター

横堀 充 松下電器産業株式会社 次世代モバイル開発センター

米田 孝弘 松下電器産業株式会社 ネットワーク開発本部 ネットワークシステム開発センター

多田 信彦 松下電器産業株式会社 コーポレート情報システム社

萩原 敦 三井物産株式会社 ITソリューション事業部

太田 英憲 三菱電機株式会社 情報技術総合研究所 情報セキュリティ技術部

岡本 隆司 三菱電機株式会社 情報技術総合研究所 情報セキュリティ技術部

田辺 基文 三菱電機株式会社 情報技術総合研究所 ネットワーク技術部

時庭 康久 三菱電機株式会社 情報技術総合研究所 ネットワークセキュリティ技術部

服部 裕之 明治大学 情報科学センター

矢吹 道郎 明星大学 情報学部

渡辺 晶 明星大学 情報学部

國司 光宣 メディアエクスチェンジ株式会社 技術部

高田 寛 メディアエクスチェンジ株式会社 技術部

吉村 伸 メディアエクスチェンジ株式会社

大江 将史 文部科学省国立天文台 天文学データ解析計算センター

阿部 達利 ヤマハ株式会社 PA・DMI事業部商品開発部技術開発グループ



木村 俊洋 ヤマハ株式会社 AV・IT事業本部 技術開発本部 通信機器開発部

小池田 恒行 ヤマハ株式会社 AV・IT事業本部 通信機器開発部

冨永 聡 ヤマハ株式会社 AV・IT事業本部 通信機器開発部

西堀 佑 ヤマハ株式会社 アドバンストシステム開発センター VPグループ

原 貴洋 ヤマハ株式会社 PA・DMI事業部技術開発室

広瀬 良太 ヤマハ株式会社 AV・IT事業本部 通信機器開発部

本間 茂 ヤマハ株式会社 アドバンストシステム開発センター STグループ

秋定 征世 横河電機株式会社 IT事業部 事業開発室 ITプロダクト事業Gr

梅澤 昭生 横河電機株式会社 R&Dセキュリティプロジェクトセンター

遠藤 正仁 横河電機株式会社 技術開発本部ネットワーク開発センタ IPv6グループ

大石 憲児 横河電機株式会社 技術開発本部

大原 健太郎 横河電機株式会社 IT事業部

岡部 宣夫 横河電機株式会社 技術開発本部

尾添 靖通 横河電機株式会社 ネットワーク開発センター

鎌田 健一 横河電機株式会社 技術開発本部

久保 和也 横河電機株式会社 技術開発本部ソルーション研究所 フィールドセキュリティ研究室

坂根 昌一 横河電機株式会社 技術開発本部

清水 孝祥 横河電機株式会社 技術開発本部 セキュリティプロジェクトセンタ

征矢野 史等 横河電機株式会社 情報システム事業本部

医療情報システムセンターエンジニアリング部

武智 洋 横河電機株式会社 技術開発本部 セキュリティプロジェクトセンター

田中 貴志 横河電機株式会社 R&Dセキュリティプロジェクトセンタ

鳥羽 克彦 横河電機株式会社 IT事業部開発本部 IP技術部

新美 誠 横河電機株式会社 CMK本部 第一事業開発センター セキュリティ PJT

藤澤 慎一 横河電機株式会社 IT事業部 N&Sセンター

星野 浩志 横河電機株式会社 R&Dセキュリティプロジェクトセンター

宮澤 和紀 横河電機株式会社 技術開発本部ユビキタス研究所 フィールドセキュリティグループ

宮田 宏 横河電機株式会社 IT事業部開発本部 IP技術部

毛利 公一 立命館大学 理工学部情報学科

泉 裕 和歌山大学 システム情報学センタ

斎藤 彰一 和歌山大学 システム工学部情報通信システム学科

塚田 晃司 和歌山大学 システム工学部情報通信システム学科

鈴木 恒一 早稲田大学 オープンソースソフトウェア研究所

朝枝 仁 WIDE Project

伊藤 英一 WIDE Project

伊藤 実夏 WIDE Project

稲田 衣美 WIDE Project

井上 尚司 WIDE Project

今津 英世 WIDE Project

奥村 貴史 WIDE Project

笠藤 麻里 WIDE Project

川本 芳久 WIDE Project

宮司 正道 WIDE Project



今野 幸典 WIDE Project

櫻井 智明 WIDE Project

鈴木 聡 WIDE Project

曽田 哲之 WIDE Project

辰巳 智 WIDE Project

谷山 秀樹 WIDE Project

徳川 義崇 WIDE Project

西 和人 WIDE Project

藤原 一博 WIDE Project

三谷 和史 WIDE Project

陸 楽 WIDE Project

渡邊 孝之 WIDE Project



◆WIDEプロジェクトは、次の各組織との共同研究を行っています。

株式会社アイ・ピー・レボルーション

アクセリア株式会社

株式会社アズジェント

アバヴネットジャパン株式会社

アラクサラネットワークス株式会社

アンカーテクノロジー株式会社

株式会社インターネットイニシアティブ

有限会社インターネット応用技術研究所

株式会社インターネットオートモビリティ研究所

株式会社インターネット総合研究所

株式会社インテック

株式会社インプレス

ウィッシュネット株式会社

宇宙航空研究開発機構（JAXA）

NTTコミュニケーションズ株式会社

NTTソフトウェア株式会社

株式会社 NTTデータ

株式会社 NTTドコモ

株式会社 NTT PCコミュニケーションズ

沖電気工業株式会社

株式会社オムニサイソフトウェア

京セラ株式会社

グローバルソリューション株式会社

株式会社ケイ・オプティコム

KDDI株式会社

株式会社 KDDI研究所

株式会社国際電気通信基礎技術研究所

株式会社サイバー・ソリューションズ

JSAT株式会社

ジェンズ株式会社

シャープ株式会社

独立行政法人情報通信研究機構（NICT）

株式会社スクールオンインターネット研究所

株式会社創夢

測位衛星技術株式会社

ソニー株式会社

ソニーコミュニケーションネットワーク株式会社

株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所

ソフトバンク BB株式会社

株式会社ソフトフロント

株式会社デンソー

株式会社東芝

トヨタ自動車株式会社



株式会社トランス・ニュー・テクノロジー

トレンドマイクロ株式会社

西日本電信電話株式会社

日商エレクトロニクス株式会社

日商テクノシステム株式会社

日本アイ・ビー・エム株式会社

日本インターネットエクスチェンジ株式会社

日本エリクソン株式会社

日本スペースイメージング株式会社

日本テレコム株式会社

日本電気株式会社

日本電子計算株式会社

日本電信電話株式会社

日本ユニシス株式会社

株式会社日本レジストリサービス

ノキア・ジャパン株式会社

パナソニックコミュニケーションズ株式会社

パナソニックモバイルコミュニケーションズ株式会社

株式会社パワードコム

東日本電信電話株式会社

株式会社日立製作所

日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社

日立電線株式会社

富士ゼロックス株式会社

富士通株式会社

株式会社富士通研究所

プラネックスコミュニケーションズ株式会社

フリービット株式会社

株式会社ブロードバンドタワー

プロサイド株式会社

株式会社本田技術研究所

松下電器産業株式会社

三井物産株式会社

株式会社三菱総合研究所

三菱電機株式会社 情報技術総合研究所

三菱電機情報ネットワーク株式会社

南カリフォルニア大学 情報科学研究所

メディアエクスチェンジ株式会社

モバイルキャスト株式会社

森ビル株式会社

ヤマハ株式会社

株式会社ユーズコミュニケーションズ

横河電機株式会社

リーチネットワークス株式会社

順不同



◆WIDEインターネットは、次の組織の協力により運営されています。

株式会社 IRIコミュニケーションズ

アカデミー キャピタル インベストメンツ株式会社

アジア科学教育経済発展機構（Asia SEED）

株式会社アット東京

アバヴネットジャパン株式会社

株式会社イーサイド

株式会社岩波書店

インターネット ITS協議会

株式会社インターネットイニシアティブ

財団法人インターネット協会

株式会社インターネット戦略研究所

Internet Systems Consortium (ISC)

ウィッシュネット株式会社

NTTコミュニケーションズ株式会社

NTT Multimedia Communications Laboratories, Inc.

エムシーアイ・ワールドコム・ジャパン株式会社

大阪大学

岐阜県

キヤノン株式会社

九州大学

財団法人京都高度技術研究所

京都大学

空港情報通信株式会社（AICS）

倉敷芸術科学大学

慶應義塾大学

株式会社ケイ・オプティコム

KDDI株式会社

株式会社 KDDI研究所

Cooperative Association for Internet Data Analysis (CAIDA)

株式会社サイバー・ソリューションズ

財団法人さっぽろ産業振興財団

独立行政法人産業技術総合研究所（AIST）

サン・マイクロシステムズ株式会社

JSAT株式会社

静岡大学

シスコシステムズ株式会社

情報技術開発株式会社

独立行政法人情報通信研究機構（NICT）

新東京国際空港公団

スタンフォード大学

先進インターネット開発大学事業団（UCAID）

財団法人ソフトピアジャパン



非営利特定活動法人中国・四国インターネット協議会

Digital Realty Trust

東京海洋大学

東京工科大学メディアセンター

東京工業大学

東京大学

奈良先端科学技術大学院大学

西日本電信電話株式会社

日本アイ・ビー・エム株式会社

財団法人日本自動車研究所（JARI）

日本電信電話株式会社

株式会社パワードコム

東日本旅客鉄道株式会社

株式会社ピクト

株式会社日立インフォメーションテクノロジー

株式会社フォア・チューン

株式会社富士通研究所

FUJITSU LABORATORIES OF AMERICA, INC. (FLA)

北陸先端科学技術大学院大学

三菱電機情報ネットワーク株式会社

南カリフォルニア大学 情報科学研究所

メリーランド大学

ワシントン大学

順不同



◆ AI3ネットワークは、次の AI3パートナー大学・研究機関とともに研究を行っています。

Advanced Science and Technology Institute (ASTI), Philippine

Asian Institute of Technology (AIT), Thailand

Brawijaya University (UNIBRAW), Indonesia

Institut Teknologi Bandung (ITB), Indonesia

Institute of Information Technology (IOIT), Vietnam

Temasek Polytechnic (TP), Singapore

Tribhuvan University (TU), Nepal

UNIVERSITY SAINS MALAYSIA (UMS), Malaysia

順不同



◆ SOI Asia プロジェクトは、次のパートナー大学・研究機関とともに研究を行っています。

Advanced Science and Technology Institute (ASTI), Philippine

Asian Institute of Technology (AIT), Thailand

Asian Youth Fellowship (AYF), Malaysia

Bangladesh University of Engineering and Technology (BUET), Bangladesh

Brawijaya University (UNIBRAW), Indonesia

Chulachomklao Royal Military Academy (CRMA), Thailand

Chulalongkorn University (CU), Thailand

HELP Institute, Malaysia

Hasanuddin University (UNHAS), Indonesia

Institut Teknologi Bandung (ITB), Indonesia

Institute of Information Technology (IOIT), Vietnam

Institute of Technology of Cambodia (ITC), Cambodia

Japanese Associate Degree Program (JAD), Malaysia

Mongolian University of Science and Technology (ITST), Mongolia

National University of Laos (NUOL), Laos

Prince of Songklang University (PSU), Thailand

Sam Ratulangi University (UNSRAT), Indonesia

東北大学 農学部

東京海洋大学

Tribhuvan University (TU), Nepal

University of Computer Studies, Yangon (UCSY), Myanmar

順不同



◆ DVTSコンソーシアムは、次の各組織との共同研究を行っています。

アライドテレシス株式会社

アンリツ株式会社

株式会社イイガ

NTTアドバンスドテクノロジ株式会社

NTTコミュニケーションズ株式会社

株式会社キールネットワークス

シスコシステムズ株式会社

株式会社電通国際情報サービス

東京エレクトロン株式会社

日本ビクター株式会社

ネクストコム株式会社

浜松ホトニクス株式会社

株式会社パワードコム

株式会社パワープレイ

株式会社富士通研究所

船井電機株式会社

秋田大学総合情報処理センター

宇都宮大学総合情報処理センター

愛媛大学

科学技術振興事業団 ERATO

倉敷芸術科学大学

慶應義塾大学

慶應義塾幼稚舎

佐賀大学理工学部知能情報システム学科

独立行政法人情報通信研究機構横須賀無線通信研究センター

信州大学総合情報処理センター

東京大学

東京農工大学生物システム応用科学教育部

東京農工大学総合情報メディアセンター

名古屋大学情報基盤連携センター

奈良先端科学技術大学院大学

北陸先端科学技術大学院大学情報科学センター

立命館大学理工学部山内研究室デジタルシネマ

琉球大学工学部情報工学科

和歌山大学システム工学部情報通信システム学科

Canada’s National Arts Centre

Carleton University

Columbia University, Academic Information Systems

Federal University of Paraiba—UFPB

Gwangju Institute of Science & Technology



INRIA, Project PLANETE

Internet2

La Salle

Masaryk University

Ohio State University, BUCKITV (Student Television)

Portsmouth Public Schools

Queensland University of Technology Creative Industries Precinct

Society for Arts and Technlogy

Sogang University

University of California, San Diego (SRTV)

University of Miami, School of Communication

University of Sydney, VISLAB

York University

順不同



◆ NSPIXPは、次の各組織との共同研究によって運営されています

株式会社 IRIコミュニケーションズ

株式会社アイ・ピー・レボルーション

株式会社朝日ネット

アジア・ネットコム・ジャパン株式会社

株式会社アット東京

アットネットホーム株式会社

株式会社アドテックス

アバヴネットジャパン株式会社

イクアント・ジャパン株式会社

イッツ・コミュニケーションズ株式会社

株式会社インターネットイニシアティブ

株式会社インターネット総合研究所

株式会社 STNet

NTTコミュニケーションズ株式会社

NTTスマートコネクト株式会社

株式会社 NTTデータ三洋システム

株式会社 NTTデータ

株式会社 NTT PCコミュニケーションズ

株式会社愛媛シーエーティヴィ

沖電気工業株式会社

キヤノンネットワークコミュニケーションズ株式会社

株式会社倉敷ケーブルテレビ

グローバルソリューション株式会社

株式会社ケイ・オプティコム

KDDI株式会社

株式会社 KDDI研究所

株式会社 KDDIネットワーク&ソリューションズ

さくらインターネット株式会社

株式会社 CSK

株式会社シーテック

ジェンズ株式会社

ジャパンケーブルネット株式会社

ソニー株式会社

ソニーコミュニケーションネットワーク株式会社

ソフトバンク BB株式会社

財団法人地方自治情報センター

株式会社ドリーム・トレイン・インターネット

株式会社ドルフィンインターナショナル

西日本電信電話株式会社

日本インターネットエクスチェンジ株式会社

日本 AT&T株式会社

日本テレコム株式会社



日本テレコム IDC株式会社

日本電気株式会社

日本ユニシス情報システム株式会社

株式会社日本レジストリサービス

パナソニックネットワークサービシズ株式会社

株式会社パワードコム

ビジネスネットワークテレコム株式会社

株式会社日立製作所

富士通株式会社

株式会社ブロードバンドタワー

株式会社ベッコアメ・インターネット

北陸通信ネットワーク株式会社

Microsoft Corporation

三菱電機情報ネットワーク株式会社

メディアエクスチェンジ株式会社

株式会社ユーズコミュニケーションズ

ユーユーネット・ジャパン株式会社

リーチネットワークス株式会社

順不同



◆その他以下のような公的研究資金による活動と連携した研究活動を行なっています。

総務省

外務省

文部科学省

厚生労働省

経済産業省

国土交通省

独立行政法人 情報通信研究機構（NICT）

情報処理振興事業協会（IPA）

新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

日本学術振興会（JSPS）

日本情報処理開発協会（JIPDEC）

順不同



はじめに

2004年度のWIDEプロジェクトではいくつかの本格的な 10 Gbps回線ベースの実験

が行われ、新しい課題領域が認識されるようになった。HDTVの非圧縮映像と音声のイ

ンタラクティブな転送はデモンストレーションとしての強烈なインパクトがあることも

重要だが、そこから必然的に生まれる遅延と安定性などへの要求をどう捌いていくかが

専門の研究者としての力の発揮どころとなる。DVTSなどで蓄積され、展開してきたイ

ンターネット上での映像転送は、衛星インターネットなどで培われた片方向経路制御技術

（UDLR）やマルチキャスト経路制御などと融合しつつ、デジタル化された放送業界のバッ

クエンドなどへの展開も開けてきた。ハリウッドのエンジンともいわれる南カリフォル

ニア大学の ISIとは Jon Postel時代から長い間共同研究を行っているが、これに、慶応

の稲蔭教授らとのデジタルシネマの研究活動が連携してきたのも新しい経験となった。

また、このネットワークを利用したディスクやメモリが地球の裏側にあるようなコン

ピュータのモデルは東京大学平木教授らのグループとの共同活動として展開し、高速・

長距離通信と高速コンピューティングの新しいビジョンを膨らますことになった。

近年興味の焦点となっていたインターネットのモビリティは、ACM MobiHoc国際会

議のホスト役を務めることで先端の研究グループとの接点ができ、2004年 10月名古屋

で開催された「ITS世界会議」において、アドホックネットワークやネットワークモビ

リティの新しい実証実験とともに、より広いパートナーとの連携によって得られた経験

を蓄積し、新しい一歩が踏み出された。

950 MHzの UHF帯を使った RFIDの実験は 11月に六本木ヒルズで行われ、慶応大

学の国領教授グループとの社会システムとしての実験、脇田講師グループとのプレゼン

テーションの共同実験を行った。タグの社会進出には大きな期待があるが、社会の理解

を深めるための重要なステップが踏み出された。

WIDEプロジェクト創世記には、コンピュータが連結されて新しい力を創り出す魅力

に取り憑かれたメンバーもいれば、データ通信と洗練され始めたオペレーティングシス

テムの統合されたシステムに夢中になるメンバーもいた。そんな私たちが「テストベッ

ド」モデルの研究体制を開始した決定的な出来事は 1985年の電気通信事業法の施行のタ

イミングにモデムと電話回線でコンピュータネットワークを構築した JUNETのスター

トである。今年は 2005年、あれ以来、20年間に渡る「テストベッド」ベースの研究スタ

イルはWIDEプロジェクトの大きな特徴となっている。今まで経験していないことが

社会に展開する。それは信頼できる技術基盤でなければいけない。創造性の基盤でなけ

ればいけない。そのためには社会の理解が必要になる。技術を造るものはその理解の実

現に責任がある。テストベッドはその責任を果たし、人と社会が技術者と連携するため

の基盤でもある。そのための多くの新しい協調関係が生まれてきた根拠もそこにある。

2004年 9月にはフランスの INRIAにおいて、WIDE国際ワークショップを開催し

i



た。UCSDとのWIDE-CAIDAのメジャメントワークショップも国際性を広げている。

SOI-ASIA/AI3のパートナーも増加し、グローバルな説得力を持つ、力強い活動が増え

てきた。これらの環境が、ここから生まれる若い研究者を大いに刺激するべく、研究グ

ループとしてのWIDEの活動を進めていくべきだろう。今後の活動へのますますのご

理解とご指導を切にお願いし 2004年度のご報告の序とさせていただく。

2005年 3月 1日

WIDEプロジェクト代表

村井 純
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